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1. 緒言

近時プナ材は枕木・床板・家具・器具用材，殊にベ=ヤ合根用資材としての利用慣値益々

増大しつつあるから，戦時中の濫伐により急:激に減少したる蓄積を以て封鹿する詩めには， そ

の集約なる利用を困るととが必要で、ある. 然し賞地に於ける利用JlJ¥況をみるに，伐木後の底置

よろしきを得ざる詩，腐朽により年々莫大な損失を招きつつある現況である.従ってプナ材の

合理的利用上有効諸切友防腐方法の案出は林材界に於て喝笠されるとと拘に切たるを感守る.

元来プナは北牛球温帯林の代表的潤葉樹で本邦天然体に於ける潤葉樹蓄積の字分に及ぶと

いはれ，北海道に於ても道南地区森林蓄積の主要部分を占あてゐる. 本邦産プナ (Faguscrenata 

Blume)については勿論，欧洲産プナ (Fagussilvatica)については古くから多数の撃者により種々な

事項に闘し研究せられ，就中，木材利用上甚だ重要たる材の耐朽性に関聯する胃朽問題を取り

上げて研究したものも亦少くない.即ち欧酬に於ては 1902年 HERMAN(4)がプナ関心材と腐朽

との閥聯性につき論述して以来， TUZSON2sJ， VANINE29) GELENSKy7)， ROHDE25) 等各氏。報
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告が2うる.又本邦に於ける既往の研究結果の主主主るものとしては高橋部)， ¥笠井18h19〉，zm，逸見・

赤井及び大野町高井及び田村宜7)氏等の業績があり，更に叉鷹朽と密接な関係のるる饗色菌に

関しては北島22)氏の康範固な研究成績が護表されてゐるが，ブナ材に霊まする腐朽及び有効なる

防腐底理問題に霊ましては未だ系統的な研究が行はれてゐない.本報告は北海道産プナ材防腐の

強備的研究として，とれが寓朽を惹起せしめる主要腐朽菌について行った賓験成績でるる.

角本質験に営り絡始懇切なる援助と助言を賜はった北大助教授亀井博士に深甚の謝意を表

する次第である.

II. 北海道に於ける7十材の主要腐朽菌

元来，プナ材は耐朽性の弱い極めて腐り易きものとしてよく知られて居り，従ってとれを

侵す腐朽菌の種類も極めて多い. 若し腐朽に封する環境保件が遁首でるる訟らば， 恐らく凡

ゆる種類の木材寓朽菌が繁殖しうると考へられる.普通，針葉樹材腐朽菌として知られてゐる

ワタグサレタク (Poriavaporaria)，ツガサルノコシカケ (FomesPinicola)，キカヒガラタグ (Lenzites

saepiaria)，ウスパシハイグケ (IrPexfuscoviolaceus)， レングワタケ (PolystictusPersoonii)，ヒイログケ

(P. sanguineus)，カイメンタケ (P，υlyporusSchweinitzii)，キチリメングケ (Lenzitestrabea)，マツノネク

チタケ (Fomesannosus)，シハイクケ (Polystictusabietinus)，及び、マツノカグハタケ (TrametesPini)等

13種の腐何菌を用ひてプナ鋸屑に封する接種試験を行った結果では，何れもよく菌献の繁殖す

るのが認められ，殊にワタグサレグケ及び、ヒイログケの 2菌が旺盛な生育を示した. 之等の菌

は一般野外に於ては，ブナ材の時朽を惹起せしめるとと殆んE稀でるるが，併し侵害能力を持

たないので、はなく， 周国のy状態が良好ーであれば何れもプナ材の侵害者たる性能を護揮するもの

である.従来，プナ材を腐朽せしめる菌として文献に挙げられてゐるものは数十種に建して居

り， TtJZSON28)， ROlIDEヨ5¥ FJNDLAY町等は欧加|ブナに就いて，叉逸見ペ笠井17)，叩〉，今関23)氏

等は本邦産プナに就いて調査してゐるが， 之等の文献中に見られる主たものをと奉げれば衣の如

くでるる.

ワググサレグケ

マスタケ

アミスギグケ

トンピマヒ

マヒグケ

アラグカハラタケ

、PoriavaPoraria (PERS.) FR. 

Polypor百ssulphureus (BULL.) FR. 

P. 

P. 

arcularius (B'A'rSCH.) FR. 

intybaceus FR. 

P. frondosω(FL. DAN.) FR. 

Polystictus hirsutus (WULF.) FR. 
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カハラグケ

ヒイログケ

クロクモグケ

コフキ歩Jvノコシカケ

ツ Fガネタケ
/ 

キコプPクケ

マツノネクチグケ

ツガサル Jコシカケ

ホウロクグケ

ヒメシロアミタケ

ミイロアミグケ

カグシラググケ

オホチ Pメ，ングケ

カヒガラタケ

マグラカヒガラタケ

テンカヒガラタケ

=クウス..{タケ

サンゴハリグケ

ハリヒラタケ

カタウ回コグケ

キウロコタケ

ムラサキウロコグケ

ムキタケ

ツキヨタケ

ヌメリスギタケ

スェヒログケ

アカコプグケ

、プナノクロコ

イテウタケ

エノキタケ

Polystictlls versiωlor (L.) FR. 

P. 

P. 

sanguineus (L.) FR. 

• 
官官rsicolor(L.) FR.var. nigricans LAS. 

Fomf(s attlanatωPE悶.

F. fomentarius (L.) FR. 

F. igniarius FR. 

F. annoSus FR. 

F. tinicola (Sw ARTZ.) FR. 

Trametes Dickinsii BERK. 

z
z
z
 

a1bida (FR.) BOURD. et GALZ. 

ωnfragosa LLOYD. 

histida BAGL. 

Lenzites tenuis LEV. 

L. betulina (L.) FR. 

L. variegata FR. 

L. Berkeleyi LEV. 

Irtex consロ'rsBERK. 

Hydnum coralloides (Soo1'.) FR. 

H. settentrionale FR. 

Sterenm flustulosum (PERS.) FR. 

S. 

S. 

hirsutum (WILLD.) FR. 

turtreum PERS. 

Pleurotus serotinus (SCHRAD.) FR. 

P. iatonicus KA W AMURA. 

Pholiota aditosa (FR.) QUEL. 

Schizothyllllm commune FR. 

Hytoxyゐncoccineum BULL. 

Bistora monilioides CORDA. 
4 

Paxi11us Tanuoides FR. 

Collybia velutites (CURT.) QUELL. 



マンヂウガサ

ゴムタケ

ツノマグ

Boletus edulis BULL. 

Bulgaria polym()fPha (OEDEM.) FR. 

GuePinia spat加laria(SCHW.) FR. 

(189) 

本道産プナ材について観察された腐朽菌としては， まだ護表された記録が主主いようであっ

て，只亀井博士の調査並ぴに筆者等が道南地方各地で採取せるものを事げれば弐の如くでるり，

従来文献に見られるものの外に二，三別種が認められた.

アラグカハラタケ Polystictω hirsutus (WULF.) FR. 

カノ、ラタケ P. むのすicolor(L.) FR. 

カヒガラタケ Lenzites betulina (L.) 

.::a-ホチリメングケ L. tenuis LEV. 

ウサギグケ Trameies Trogii BERK. 

ミイロアミグケ T. confragosa (LLOYD) 

ムラサキウロコタケ St/'reum拘rlt叩 mPER8. 

キウロコグケ & hirsutum (WILLD.) FR. 

スエヒログケ Schizophyllum commune FR. 

アカコプタケ Hypoxylon cocciπeum BULL. 

アラグカハキグケ Panus rudis FR. 

ヒラタケ Pleurptus ostreatus (J ACQ.) QlJEL. 

ツキョタケ P. iaponicus KAWAMURA. 

Lenzites sp. 

同Idn附 2・sp.

Stereum sp. 

Exidia sp. 

Agaricaceae sp. 

之等各種腐朽菌の内， その護生教の最も多きものはアラグカハラグケ，カハラタケ，スエ

ヒログケ及びムラサキウロコグケの4種で，道南地方に於けるプナ丸太筑iO本につき調査せる

結果は弐の如くである大

梼 同一丸太tc2種類以上の手寅体を生じてゐるものが多重宝認占うられた.従って調査本裁と子賞体若生本軍置と

は一致しない・調査地は主として，八雲管林署東瀬棚作業所貯木場及'()t北選合板東瀬棚工場並v:tc湯ノ畢

工場貯木場である.
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アラグカハラグケの子賓轄を有するもの

スヱヒログケの
" 

カハラタケの
" 

ムラサキウロコグケの
" 

共 の他
" 

347本

340本

132本

40本

193本

調査したプナ丸太は何れも伐採後2乃至4年寄と経過したもので， 既に苦しく腐朽して燃料

以外に使用不能のものが多かった.費生ずる菌の種類は場所により差が認められるが，それほ

E顕著ではなく，むしろ伐採後の経過年敢によって著しい特徴を示し，概して新しいものには

スエヒログケが多く，比較的古いものにアラグカハラグケ及び、カハラタケが費生率大であり，

又マツタケ科の種類，特にカハキグケ属のものは，材の古いものほど護生数が多く，之等は二

戎的費生菌の傾向を有してゐる.

III. 腐朽菌の生理的性質

既に述べたプナ材の主要友腐朽菌たる 4種の内， プラグカハラグケ，カハラタケ及びスエ

ヒロタケの 3種は，一般潤葉樹材の鴎朽菌として極占うて普通のものでるり，従って古くから種

々なる研究が多数の研究者により琵表され， その形態撃的並びに生理事的性質は比較的詳細に

知られてゐるが，ムラサキウロコタケにつき，従来の木材腐朽菌としての記載は甚だ乏しく，

殊にその生理的性質に就いては， 向不明た黒占が多い局めにとの貫験では，プナ材主要腐朽菌の

内，主としてムラザキウロコタケに就いて二，三の生理的寛験を行ひ，之が結果も従来報告

されてゐるアラグカハラタケ， カハラグ夕、及びスエヒログケの貰験成績と比較検討するに止め

た. 元来ムラサキウロコグケは欧米に於ては，木材魔朽菌としてよりもむしろ芋果・西洋李・

梨・桃その他の果樹に封して， 銀葉病 (S:Zvrr-leafdjuase)を惹起せしめる寄生菌として一般的で

あり Gussow刊 HEALD9)，BROOKS2)その他二，三の研究者により病害の護生・病徴・躍病

因子・寄生関係並ぴに防除法等が詳細に報告されてゐるが，菌自慢の生理的性質並びに之が材

質腐朽性については殆ど報告されたものがない.併じたがら，ムラサキウロコグケがプナ材を

腐朽せしめるととは，Ti凶7沼ZS別mポ《♂空ヘ HEALD9)氏等により越ベられて居り，殊に TUZSON氏は本

菌がプナの主要た腐朽菌でるると同時に叉，アカコプグケ， プナノクロコ及びスエヒログケと

共にプナの院心材及び、フケ (Ersticken)を惹起生成せしめる主要注菌でるると述べてゐる.而して

銀葉病を惹起する寄生性の系統と， プナ・カバその他を腐朽せしめるものとの聞に系統的な差

異がるるかEうかは，従来尚未解決の問題として残されてゐるが， TUZSON2めによれば，本菌
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除近縁種乃至は費種として共の 3種に直別されてゐる.

Stereum Zjlacinum PERS. 

a violacium TnUN. 

S. 仰rtreum PERS. (狭義のムラサキウロコグケ)

之等の分類は子賞腫及び、胞子。大きさ，色調， 並び、に腐朽せしめる樹種の差異等tとより友

されたものであるが. TUZSON自身は，之等の聞には多数の移行型がるって明瞭な直別を認め

がたいと述べて居り， 更に叉之等の生態種と前記の生樹に霊守する寄生性及び材質腐朽性との間

に関聯性は何等認められてゐない.

以上の如〈ムラサキウロコグケに就いては倫未知の黙が甚だ多く， 殊にその生理的性質に

ついては全く不明なので，本質験に於ては先づ之等につき弐の如き賓験を行った.

a) 各種温度に於ける菌総の生長試験

本菌の生長と，度との闘係については従来費支せられたものがなく，

高温度並び、に最低温度を決定せんと

とれが最適温度，戸最

して，萎芽寒天培養基(糖分量 7%.

PH約6.4)を用ひて， 各異温度に封

ずる菌紙生長量を測定した.即ち各

温度毎に 3個宛のペトリ皿を用ひ，

毎日一定時に於てその菌総生長量を

測定し，菌叢がペトリ1IIlの全表面を

被ふに到ってとれを中止した.接種

後5日目迄の平均値を示せば第1表

及び、第1闘の如くでるる.

前 μ ト
ガ

22ui 
斗

噌3ρr

2.0 

1.0 
p 

G.fJ 
16 18 N 22 

ー」ー」←」ー一戸吋
24 2d 211 ~~q }u' ，'1 ::2ω 

治一 義 :昆d..

36 
i 

J~ 

第1面接種後5日聞に於ける菌総生長量

A 
#0司

ι 

7116前日Jir:戸ιK511:ヰー4l二一一ト日

2 

" ミ>

4 

8 

以上に明らかな如く，本菌の最適温度は 29
0

Cにして， 28_31
0

C附近に於て極めて良好な
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音量曹をたすものでるって， との範園を遠ざかるに従ひ次第に生長不良と主主り， 38"C I'C.於ては殆

E護育の旋跡程度を認めるのみで， 40
0

Cに於ては全く生育を停止するに到る.従ってその最高

温度は約 40
0

C附近にありと考へられる. 叉誼湿より低い温度に於ける護育は，その高きもの

に於けるよりも生長。減退は頗る綾慢であり， 16
0Cに於ても倫相営の生長をなすととが認めら

れ，との質験の結果より推定すれば，最低温度はかなりの低温にあるととが想像される.

向アラグカハラグケの温度と生長関係に就いては，逸見及び丹洞13)氏は，最適温度340C_

35"C，最高温度 43"C，最低限界は 100C前後であると報告して居t，叉カハラタケについては，

HUM.I'HREY及び、 SIGGER16)雨氏は，最適温度 28"C，最高 36-380Cとされ，北島21)氏は 25-

8ぴCが最遁であり，最高・最低は夫々 35
0

C及び 4"Cでるると述ぺてゐる. 叉との菌について

詳細左温度試験を行った LINDGREN24)は夫々 27-32"C， 40oC，ぴCであるとしてゐるが，何れ

にしてもその最適温度は， ムラサキウロコグケのそれと類似する 29
0

C前後でるるととは明ら

かマある. 更にスエヒロタケの温度関係については，北島21)氏は夫々 25ャ30
o
C，45

0
C， 4_5

0

C 

と護表してゐる. 従って以上4種の腐朽菌は多少。差はるるが，概して 30
0

C前後が菌訴の護

育に最も遁嘗でるると考へられる.

b) 各種培養基上。菌締生長試験

ムラサキウロコグケの与を種培養基に封する生長状態を観察する霜， 合計8種器の培養基を

用ひて生長試験を行った.

各培養基毎にベトリ皿3個宛，合計24個の培養につき，毎日測定せる結果を平均値によっ

て示せばヨえの如くである.

即ち金生長量に於て人暮寒天が最も大-きく，馬鈴薯寒天，萎芽寒天之に衣ぎ， イプトン加

用の順で，醤油寒天， . 'yアベック合成，アスパラギン加用は生長量殆ど等しく， 玉萄黍寒天が

最も不良である.而して生育量のみについて観察すれば，人暮寒天が最良となるが，菌締の生

様 替泊費撃天培養基: 瞥泊50cc，玉葱浸出液150cら蕊糖25gr，蒸溜水 800cc，寒天25gr' 

参芽寒天培養基: 喜怒芽粉末40gr，器官*1000cc，寒天25gr. 

馬鈴薯寒天培養基 z 馬鈴薯500gr，蒸溜水1000cc，寒天20gr. 

人望書浸出寒天培養基: 人望書500gら蒸溜水1000cc，寒天20gr.

玉罰黍騎末寒天培養基: 玉萄罰粉末 15gr，蒸溜水1000cc，寒天15gr. 

ツアぺツク氏合成培養基: 硫験者土O.lgr，第二燐敵加里0.2gr，型化加盟0.1g;r，樹被曹長t50.4 gr，薦

糖 6gr，硫殴銭0.02gr，粉末寒天4.0gr，蒸溜水200cc.

ペプトン加用合成培養基: 葡萄糖 8gr，ペプトン 0.8gr，第二燐酸加盟0.05gら炭酪石灰0.02gら硫酸

苦土0.4gr，粉末寒天4.0gr，蒸溜水200cc. 

アスパヲギン加用合成培養基: 布萄糠8.0gr，燐酸ニ加盟0.8gr，アスパラギン 0.8gr，燐西空アジモ品ヤ

0.4 gr，硫酸普土0.4gr，決磁石灰0.05gr，現化石炭0.02gr，粉末寒天4.0gr，蓄量溜*200cc
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第 2表 各種培養基上の菌総卒均生長量(針。c)

培養基

日敗替i白紙 l和天II啓子|讃崎町三百1ア27?!ベプトンi平均

2 

" ・"

4

5

 

長欣態，培JZ基に封する特性等にワき考慮するときは，要芽寒天，醤油寒天以外の培養基に於

ては，空中菌続、の密度は極めて薄く，殊に 3種の合成培養基に於ては，細長い疎惑にして殆ど

無色の菌総が極めて疎に表面を旬旬するのみでるって， 肉眼により辛うじて認め得る程度に過

ぎ歩，接種後 10日内外a::経て白色の空中菌総が柏々密に護育するのを認めた. 之に反して萎

芽及び、醤油寒天に於ては， 生長の開始営初から白色膨軟な空中菌材、が接種臨より放射献に密に

護育するのが見られた.従って生理的性質の観察上，本菌の培養基としては，醤油並びに萎芽

寒天が最も好誼せるものと考へられる.

向，菌紙、の 1日営りの平均生長量は，人墓寒天に於て 1.5cm内外に達し，同ーの培養基を

使用して貰験した亀井及び、星町同氏のマツノネクチグケの生長量約 0.7cm (ツアベック合成)と

比較するときは約2傍の生長を示し，叉北島21)氏。結果では，アラゲカハラタケ及びカハラタ

ケががa1.3-1.4 cm， スエヒログケが 1.5cm内外であって， 一般商朽菌に比較して菌紛の生長

は，むしろ迅速の説類に属する.

φ 高熱に封ずる抵抗試験

木材腐朽菌a::種々の高温下に保って，その致苑温度並びに時間を測定するととに9いては，

種々な成績が報告されてゐるが，ムラサキウロコグケに就いては全く行はれてゐたいので，失

の如き方法を用ひて死卸極度を測定した. 即ち試験管内K~芽寒天 10cc を入れて本菌の斜面

培聾を行0-，接種後 1週間を経て菌紙、が十分護育した後，所定温度に調節しである湯煎鍋に挿

入し一定時間，正確に所定温度下にあらしめた. との場合同時に寒暖計を挿入して試験管内の

温度が所定温度に達するに到ってから時聞を測定した.従って試験管内の温度が一定温度に上

昇するまでの時聞は含まれてゐたい.

表中， (+)は鹿理後再び生育を始めたるととを意味し， (一)は死誠せるものを示すが，と

の去に明らか及如く，本菌菌訴は 55
0

Cに於ては 120分にでも倫死誠せ歩， 75
0

Cに於ては5分

で死滅するととが認められた.，又アラダカハラグケ，カハラタケ及びスエヒログケについては，
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北島21)氏の行った賞験成績があり，ムラサキウロコグケに比較して特にスエヒログケ及びアラ

グカハラタケの低抗性の大なるととが認められるが"カハラグケは概してとの菌と類似した傾

向を示してゐる.

第3.歯車棄の死滅温度と時聞の関係
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d) BA VENDAMM氏反臆試験
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1928年 BAVENDAlI1l111)は木材腐朽菌の酸化酵素に闘する研究を護表し 酸化酵素の存否

によって培養基に所謂酸化帯を生やるものと，然らざるもののあるととを観察して， セルロー

ズ溶解菌とリグ=ンi容解菌とを賓験的に区別した. 而して氏は，その最初の賞験i'l:於てキドグ

ヶ，ナミダタケ及v:.マツノネクチグケと共に，とのムラサキウロコグケを使用し，本菌が明ら

かに陽性を示し，従ってりグ=ン溶解菌であると述べてゐる. との賞験に於ても本菌によって

鴎朽したプナ材は白色朽を呈するのが認められ，又 TUZSONも同様な事買を指摘してゐるが，

HEALD9)は林檎その他の生樹が侵された場合には，被害心材部は極めて明瞭な補色に鑓化し，

子賞健の護生せる箇所を中心にして，との暗色部は，帯状に上下に長〈蹟張すると述べて居り，

恰かも褐色朽の如き記載を行ってゐる. 又 BAV}~NDA)( M1
J並びに DAVIDSON3)氏!等は，との

菌について BAVENDAMl¥l反催試験をと行ひ Mれも本菌が白色朽であるととを認めてゐるが，

その反陸型には著しい差がある.

以上の如く本菌の材質腐朽性及び酸化酵素反聴については，向明瞭を欠く駐があるので，

との賞験に於ても BAVENDAMI¥1の方法に準撮して， 車率酸並びに浸食子酸加用培養基上に於

ける本菌の呈色反躍を試験した.即ち葬芽寒天堵養基を用ひて，之に添加する車率酸及び浸食

子酸の量を，夫々 0.05払 0.1%，0.25%， 0.5%及び無添加の 5階扱になる如く各濃度の培養基

を調製して，ペトリ皿上の平面培養を行ひ， 32
0

Cの恒温器中に保って，毎日一定時聞に，その
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生長量を測定した.ペトリ血各3簡の平均値をと示せば第4表の如くでるる.

第 4表 箪寧酸及び浸食子酸加用培養基上の菌総生長量 (cm)

I震 度
。ア6 0泊% 0.10%¥0.25% 0.5~o6 

目抜|一一←一 嘉子一 語← 一 一 一 一

五福1長信市(主主品一(玲子殿[五百;言語科車寧酸(沼食子融「箪寧酸附子酸

。 I0.6 I 0.5 I 0.5 I 0.6 0.5 0.4 0.6 0.5 0.5 0.5 

1 0.8 0.8 I 07 0.7 0.6 0.4 0.6 0.5 ‘0.5 0.5 

2 2.1 1.4 1.1 1.0 0.9 0.7 0.6 0.6 

3 ， 3.0 21 1.7 15 1.4 1.1 1.0 0.9. 

3.4 2.6 2.7 2.0 2.0 1.7 1.2 

43 3.7 33 2.6 2.7 2.1 1.7 

5.1 4.6 4.4 3.2 3.3 2.8 2.4 6I  8.31::l;9l 

4 5.1 

5 6.7 

培養基着色|無色|問時色|五下一!精暗褐色l暗褐引日瓦戸瓦1Plf~ι 

皐寧酸及び泣食子酸加用の何れに於ても，培養基は明らかに酸化帯を形成し，本道産の系

統も叉リグ=ンi容解菌に属すべきことが認められた. 而して菌綜の生長は濃度の増加するに伴

って漸次抑制せられるが，とれについて BAVENDAJliM ) は浸食子酸， E昇率酸の何れもその抑制

度は略々同様であると述べてゐるが，前記 DAVIDSON
3
)氏等は浪食子酸加用培養基上では全く

護育せぬか，或ひは痕跡程度でるるに反し，皐寧醍のそれに於ては比較的良好な護育をなすと

述べ，雨者の聞に反臨型の相違があるのを認める.然しとの貫験の結果では，単寧酸加用のも

のに比して法食子酸は幾分生長不良の傾向が認められたが，雨者の間に殆ど差はなく，むしろ

BAVENDAMMの結果に近き傾向を示した.

叉培養基の酸化帯着色の程度は，濃度 0.05-0.10%にるりて最も淡く淡褐色乃至福色を呈

し， 0.5%に於て最も濃色となり，接睦後 3-4日にして培養基の査表面は諜褐色とたと.向車

率酸}JII用培養基に比し着色の程度が柏々薄いのが認められた. 叉濃度の高いものほE菌綜の生

長は疎となり， 且空中菌紛の生育は漸弐量を減じて， 0.5%に於ては殆ど培養基中の無色の筒

旬菌締のみが薄く伸長する場合が多かった.

向アラグカハラグケ，カパラグケは明らかに白色朽を呈し DAVID80N3)氏等によれば呈

色反臨は陽性であり，又スエヒログケも同様であって，同氏等の反~型第 8 群に属してゐる.

IV. 腐朽材の観察

道産プナ材の腐朽に最も関係多しと考へられる 4種の腐朽菌アラグカハラタヶ， スエヒロ

グケ，カハラグケ及び、ムラサキウロコグケにより.種々の程度に腐朽されたプナ材について観
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察せる結果を摘記すれば次の如〈である.

A) アラゲ、カハラグケ

(イ)肉眼的観察

との菌により腐朽したブナ材は， 他の澗葉樹材に於けると略々同様にして特に著しき宇野設

を示すととはたい.腐朽の著しく進んだ材は杢腫一様に漂白した如き色相を呈し柔軟となり，

指聞にて容易に粉化し得る.本菌がリグ=ン溶解菌にして全館性白色朽を生歩るととは既に一

般に認められてゐるととろであるが，腐朽の初期に於ては，材は先づ帯紫褐色の襲色帯を生じ

白色腐朽部との境界には濃褐色。帯腕が認められる.併しながら裳に逸見・丹羽13)爾氏が，本

菌による操樹の腐朽材に於て観察せる如き明瞭なる慶色帯と濃色繰の関係は見られす"，氏等の

謹ぺた帯紫褐色の濃色線は生サコる場合もあり，叉とれを欠く場合もるる. 巾O.2-0.4mmの黒

色乃至濃褐色を呈する黒線は不規則に分布し，材の横断面に於ては恰も地園駅を呈する. との

帯棋は腐朽末期の白色部には概して少七向褐色を呈する一見健杢材と思はれる部分に極必て

多い.

(ロ)顕微鏡的観察

材中に於ける菌紙の分布は最も密で殆ど菌総集塊のみが観察され，菌椋による細胞膜穿孔

献態を明らかに検鏡し得たい場合が少く去かった.かやうな腐朽の進んだものにるっては無色

の菌綿は種々の太さを有しi多数の捨子樫が認められた.材の細胞膜には菌締の貫通ぜる小孔

が多数認められたが，菌訴そのものは泊減したものが多く，又横断面に於ては細胞肢は局部的

にその巾そ減ビて波販を呈する.

B) スヱヒロタケ

(イ)肉眼的観察

TUZSON28)は本菌が明瞭主主る白鷹をと生歩るととを述べ，更に又逸足及長見11)岡氏の研究に

より本菌はリグリン滞解一菌であるととが明らかとなった. 併したがらとの菌の腐朽能力が弱い

ととは一般に認められてゐるととろで，筆者等の観察にるりても，又プナ腐朽材に於て本菌の

子貫韓が多数費生してゐる箇所に於ても，材は一見健全たるが如き色調を呈し， 自費するとと

は殆ど認められたかった只子賞題の蛮生せる直下は金程に白色を呈し，又材の内部 3-10cm

の箇所に於て巾 1-2cm，長~ 2-5cmの斑紙白色部が黙々として認められ，帯棋の形成は見

られなかった.又笠井1
9
)氏の述べてゐる如き甚しき重量の減少は感ぜられ歩，健全材と略々同

様でるった.向プナ材の腐朽が柏々進んだものに於ては，との菌のみが音更生してゐる場合は殆

ど稀であって，他の腐朽萄が同時に護生してゐる場合が多い.
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(12) 顕微鏡的観察

スエヒログケの空中菌紙、は著しい特徴を有するととは康く認められて居 t，本菌調得のも

のである.即ち成熟した菌締の表面に練献をなした多数の短かい小突起が存在するととで，之

等の小突起は，他の菌と判別し得る極めて有力な特性でるるが，腐朽材中の菌締を顕徴鏡下に

観察するときは，大径の老熟せる菌赫にありても之を認めるととが稀であり， 又小突起を有す

る場合に於てもその長さは，昼中菌赫のそれに比して短かく数も少い.叉材中の菌締は種々な

直径を有するものがあり，細きものは 3/~ から，太きものは 8μ 内外に謹L，腐朽材を縦横に

走り，特に細胞内を縦走する大極菌締に於ては特徴るる大拍子韓が明瞭に認められる.菌締が

細胞膜を通過する場合にその太さが費化ナるととは見られなかった. ムラサキウロコタケに比

し，概してその 2-3傍の直径を有する大形菌締が多数である.

C) カハラタケ

(イ)肉眼的観察

腐朽材の一般的朕態はアラヂカハラタケによく類似し，腐朽材のみによって南者の何れに

より腐朽したものでbるかを直別するととは普通困難でるる. アラグカハラタケに比し精々相

違賠と見友されるものは，一般に帯線の色が青又は紫色を帯びるとと大なる臨であるが， とれ

は比較的の問題であって，明らかな基準とはなり得たい.腐朽茜しき部分は非常に軽くなり，

吸梶せる場合には極めて膨軟となり恰も海統様の弾性を呈する.逸見12)氏は本菌によるハシノ

キ生樹の腐朽について調査し， HUBERTめ及び笠井19)雨氏の護表した帯線の形成は疑問である

と述べてゐるが，ブナ腐朽材に於ては本菌による帯線の形成が極めて明瞭に，又多数に観察さ

れた. 叉腐朽後期に到って全腫一様に白色を呈する部分に於ては，濃紫褐色の帯線は漸弐淡色

となり，遂には消滅する欣態が認められた.比較的腐朽の初期段階にあると思はれる褐色を呈

する部分に於ても帯棋は認占うられるが，アラダカハラタケに於けるほE甚だしくない.

(ロ)頴徴鏡的観察

腐朽材中の菌紛はアラグカハラタケに比し直径梢々小なるものが多く，菌線、の分布は前者

に比して精々疎定足場合が多かった.菌綜は自由に導管内を通過するが，一般に髄紘部に殊に密

である. 宇口子鰻は空中菌締に於けるよ bも柏々少なき感あるもその存在は明瞭に観察された.

又菌赫は細胞膜D通過に営りその幅を減歩るととはない.

D) ムラサキウロコタケ

(イ)肉眼的観察

腐朽末期に於て材は白色となり重量を減歩るとと甚だしい.腐朽材は年輸に沿って細かな
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亀裂が入札健査部との境界には帯赤褐色乃至次褐色の費色部を生ヒ， との部に細長なる斑扶

白色部が縦走するのが見られる. 腐朽がかなり進行した場合に於ても帯繰の形成は認められな

い.子賞障を費生せる直下の部分は局部的に白色を呈し，との大きさは幅 4-5cm，長さ約 13

m 程の極めて小面積に止まり， その周固は肉眼的に健全般態を示す如きものが観察された.

プナ材に於て子賞腫は丸太の木口に護生せる場合が多く，而も筆者等が観察したものは乾燥し

て槌色し，腐敗して容易に粉化するものが大部分であった.

(ロ)顕微鏡的観察

材中に於ける菌紙、は，星中菌赫よりも一般に細く捨子腫の形成も少ない.太さ 3-4.5μ の

精均均ーなる菌締は多数導管内を縦走し，時には童文本が密接して走~，童文ケ所に於て分岐して

癒合ナるのが認められた.菌締は概して髄続部に多く，叉細胞壁を貫通するものも普通に見ら

れるが，通過に際してその幅を費化ずるやは明らかに観察するととが出来なかった.

V. 材の吉水寧と腐朽との関係

筆者等の 1人阿部が，嚢に道南のプナ貯水場に於てその腐朽扶況を調査せる際，水中貯木

場に土佐積しであったプナ材に護生せる腐朽菌の内，アラグカハラタケは， 水中に沈潰し僅かに

その一部のみが水上にるらはれてゐるもの， 又は水面上 2-3尺の高さに堆積してある丸太材

にその護生が極めて大なるととが認められたるに反し， スヱヒログケのT賓糧費生は水面上5

乃至6尺，又はそれ以上の高さに堆積しである相営に乾操してゐると思はれる丸太材に甚だ多

きととを観察した.即ちアラグカハラグケはその生育上，相営の含有水分量を必要とするもス

ヱヒロタケの生育に封しては，材の含有水分は前者程重太な因子で、なく， その水分要求量は比

較的低いのではないかと考へられたので，とれにつき賓験的根擦を得んとして，特に雨菌につ

き腐朽と材の合水量の闘係について簡皐な寛験を行った.即ちプナ材を 10xl;d cmの大きさ

に木取り，之を直径 3cmの試験管に入れて密栓し， 50%から 260%に亙る 8階級の合7Xi!i容に

相営ずる水分を各訊験管内の材片に添加し，殺菌後アラグカハラタケ及びスエヒログケの雨菌

を接種して 30
0

Cの恒温器内に保ち， 2箇月経過後再び之が結乾重量を秤量し，その重量減少率

によって最適合水率並びに腐朽と合水率の関係につき調査せるものである. 而して材片を入れ

た各試験管は容器・水分・綿栓等凡ての重量を強め正確に測定し， 全埼養期間中 10日白毎に

秤量してその重量の減少量即ち水分蒸護量が 2grを超えるときは，新たに殺菌蒸溜水を添加し

会期聞を通じて，常に最初旬重量を保たしめて可及的合水塁手を一定ならしむる如く努めた.併

L ながらたとへ重量を一定にしても菌紙の護育するに従ひ，材の絶封的重量は減少して，之に
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伴なひ合水草容が費化ナる錆，正確に所'定の合7J(~容にあらしめるととは到底不可能である.

倫プナ材の最大合水率は 160%附近でる乙矯，加0%，230%及び260%の3階級に於ては

試験管底部に水が滞溜L，賓際上の合7J(:寧は 160%内外であった.

材片上に於ける菌赫の護育は雨者共良好であって， スヱヒログケは接種後 10日内外で材

表全面に菌線の護育喜と見たが，表面菌綜はアラグカハラタケに比し疎で細長い菌締が多く，最

後迄その密度に費化は主主かった.之に封しアラヂカハラグケの表面菌締は，雲白色で膨軟君主菌

締屠が護達し，時日の経過と共にとの菌締屠は厚<t.tるのが見られた. 2ヶ月後に於ける重量

減少と合水率の関係は次表の如くでるる.

材吋
第 5表 アラゲカハラタケ及びスエヒロタクの腐朽と含水率の開係(重量車位:gr) 

品一 ~I 接種後 | 含*-率

腐朽菌種類 語品芸局長:1:1瓦亙三十(伝記五日|測定値

アラゲカノ、ラタケ 10.90 10.79 O.ll 1.01 50 33.27 

13.12 12.94 0.18 1.37 80 66.07 

1l.22 11伯 l 01911691m  l881: 

1l.33 10.05 1.28 1l.30 170 '157.71 

1l.64 ]0.90 0.74 6.36 200 149.54特

11.03 ]0.46 0.57 5.17 '230 160.52器

11.88 11.3与 0.53 4.46 260 144.53持'

スエヒロタケ ! 日お 11.17 0.11 0.98 50 41却
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j二去に見る如く，計算上の含7J(~容と培養期間格了後， 賞際に材が合有する合水幸容との聞に

は， ~I'..均 10 乃至 ~096 内外の主・が認められる. 測定値による合水率を基礎にして重量減少との

閥係を示せば第 2fl越の如くである.向上表に於て長を附せるものは，肢に述べtdmく材片が官会

剰水分中にL 部沈漬し，との詩に却って菌綜の設育が阻害せられたものと考へられるので，第

2聞に於ては，之等喜三除外した.

以上の結果によりアラヂカハラタケにありでは最適合水率と足、はれる 140ル至 150%附近

に於ては， 11)う至 26%の重量減少率を示すに反 L，80%以下に於ては， その '/10乃至 1/151<こ

る 1.5%内外の腐朽を見るに過ぎない.とれに暫しスエヒログケにるりでは，合水率の差によ
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第2圃 アラゲカハラタケ並び!こスz.ヒロ

タケの腐符と含水率との闘係

る重量減少率の割合には大きい費

化がなく， 合7k率 409杉内外に於

ても向よく最適合水率の 1/宮内外

の腐朽が認められ，又最大合7k寧

たる 150%~超えても，最誼合7k.

z与に於けると同様友菌D生長が行

はれて，合水至容が菌の生育に及ぼ

す影響は極めて小さい.

向接種後2ヶ月目に於ける各

腐朽菌の菌称、生育紙態を観察する

に，アラグカハラタケに於ては材

片番競 1，2，及び 3のものは，空中薗赫の護育極めて不良で， 肉眼で漸〈認め得る疎にして長

き菌赫が材の表面を薄〈旬旬するのみであるが， 4及び、5にるりでは， 雲白色膨軟な昼中菌締

が厚〈材片を被ひ，その護ー育極めて良好なるが如《見られた. 一方スエヒロタケに於ては各材

片を通ヒ，空中菌続、D護育は略同様にして，和々友色を帯びた白色の空中菌赫は薄〈材片を被

ひ，必歩しもそ白生長不良t.tTとは認めがたく， 一見菌持、来の如き細長なる菌材、集合障の護建ー

するのが認められた.

との賓験に供した箇致が少なく，明確な結論を見出すには，更により詳細な賞験を必要と

ナるが，以上の結果によって略之等雨菌の材の合7k~容に劃する極めて概括的た傾向を推論する

ととが出来る.

VI. 7'十材lこ謝する腐朽試験

A) 寅験方法

500cc三角フラスコ中に絶就航態としたプナ鋸屑 35grを容れ，之K8x2x2cmの大きさ

に木取り，強め絶乾重量を秤量して置いた試験材を各瓶2箇宛鋸屑中に挿入し， 若者溜水約 120

α を加へて， 計算上材の合水率が 160%前後となるやうにし， 高塵殺菌器にて 20分宛3同殺

菌した.而して新たに萎芽寒天培養基上にて斜面培養をなし，旺盛に生育しつつるるアラグカ

ハラタケ，スヱヒロタケ，カハラタケ及びムラサキウロコタケの菌叢を寒天と共に切り取り試

.験材の頂端及び、底部の鋸屑表面に接種し， 300C内外に保った定温器内に置き，接種後2ヶ月及

び4ヶ月を経て各試験片を取り出L，外側に護育せる菌締を丁等に除色、再び之を絶乾として
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その重量を秤量し，試験前後に於ける材の重量の差からその減少率を算定して材の腐朽度を考

察した.

向，各フラスコは接種後10日目毎にその重量を測定し，綿栓を通して行はれる水分蒸裂の

程度を観察したが 2ヶ月日に於ては 15乃至40gr，平均 30grであり 4ヶ月目に於ては 30

乃至 50gr，千均 45grの水分泊失を見た.従って若し材の絶乾重量が庸朽により費化しないも

のとすれば，培養初期と後期に於ては，材の合水率にかなりの襲化を生歩るととになるが，賓

際に於ては腐朽の進むに従ひ材の重量が減少するので， たとへy水k分が同巳Tででaるうつても，相3茎封与母I的

合水至率李は蟹化するので

又蒸護の蓮度は始め大でで、， 10日聞に 10乃至15grであるが， 100日目附近にありては， 10日問

。蒸護量は 2乃至 7gr程度に過ぎない.

B) 腐朽菌の護育欣態

前記4種の菌の培養期間内に於ける菌締護育昧態をと摘記すれば弐ぎの如くでるる.

(イ) アラグカハラタケ

白色の空中菌綜は生育良好にして，太い菌訴の集合障はフラスコの硝子壁上~上昇する.

菌居の厚さはカハラタケに比して柏薄い.接種後3ヶ月内外にして菌総は局部的に黄色を帯ぷ

るに至る.

(ロ)スエヒログケ

接種直後に於ける菌締の護育は頗る良好で、あるが， その後菌締居の厚さを増すととたく梢

汚白色の空中菌赫が薄く材表を被ふに止まった.空中菌綜は粗剛にして長<2ヶ月内外を経過

するときは，粕萎凋して材去に密着する.鋸屑上に於ける菌綜の護育は更に不良であった. 昼

中菌赫は 4 ヶ月~艇でも着色するととがない.

(ハ)カハラタケ

接種後15日内外で菌綜は材の全長を薄く被覆し，白色の空中薗締は極めて膨軟で， 2ヶ月

日に於ては，菌赫屠の厚さが 3cmを超える部分がるった. アラグカハラタケの菌叢は，一見

乾燥放を呈して菌締粗剛の感がるるが，本菌の空中菌締叢は表面平滑で綿肢の柔軟性を呈L，

よき封象を呈する.鋸屑上の護育も又良好であった.菌締は最後迄着色するととがたい.

(=0) ムラサキウロコタケ

材頂端の接種箇所から護育した菌赫は，接種後10日内外で試験材の全表面を被ひ，空中

菌紙、の護育速度は極めて速やかで、ある.初め薄〈材を被覆した無色の菌赫は，共第にその白色

の度を強くすると共に菌居の厚さを加へ， 2ヶ月目に於てはその厚さ約 5mm内外となり，白
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色菌締は局部的に弐第に褐色に書きと， 4ヶ月自に於ては，材表を被覆する杢菌叢は讃淡種々怠

る褐色に費り，菌叢の厚.さ又 lcmを超えた. 黒褐色とたった菌締居は表面に多数の小水滴を

分泌し，極めて強駆で材に強く密着し一種の菌膜を形成する.

c)貫験結果

接種後2ヶ月又は4ヶ月を経て測定したプナ腐朽材の重量減少率は弐の如くでるった.

(イ) 2ヶ月腐朽

第6表 2ヶ月腐朽に於lずる重量減少量(車位:gr) 

腐朽菌 l 番務 l-~:託手云277判減少率間関
1 20.87 16.73 4.14 19.84 

2 21.19 16.85 4.34 20.48 

3 19.70 15.86 3.84 19.49 

アラゲカハラタケ 4 20.70 16.05 4.65 22.46 

5持 19.02 

6発 20.55 

20.34 16.37 4.24 20.57 103.35 

7 19.99 19.99 。 。
8 20.13 20.11 0.02 0.10 

9 18.77 18.71 0.06 0.32 

スエヒロタケ 10 19.25 19.15 0.10 0.52 

11 20.38 20.28 0.10 0.49 

12 19.86 19.71 0.15 0.76 

19.73 19.66 0.07 0.37 94.85 

13 19.73 17.73 2.00 10.14 

14 19.75 18.20 1.55 7.85 

15 19.38 17.02 2.36 12.17 

カノ、ラタケ 16 18.61 16.44 2.17 11.66 

17 18.93 17.08 丑.85 9.76 

18 20.20 18.53 1.67 8.27 

平均| 19.43 17.50 1.93 9.98 104.95 

19 18.67 16.28 2.39 12.80 

20 18.86 15.73 3.13 16.60 

21 21.22 17.74 3.48 16.40 

品ラサキウロコタケ 22 20.17 17.31 2.86 14.18 

23 17.53 15.55 1.88 10.72 

24 21.26 19.26 2.00 9.41 

19.62 16.98 2.62 13.35 109.12 

後 パタテ pャ霊童生し，菌の愛育極めて不夏なりし矯，質験結果から除外した・
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(ロ) 4ヶ月腐朽

第T表 47月腐朽に於ける重量減少量

ド | 会乾重量 | タ

腐朽菌 i番波|試験前|試験後 i重量| 率 |平均減堵|平均含水準

25 19.73 ー喝ヲモ

26 20.76 

27 19.32 9.53 9.79 50.67 

アラゲカハラタケ 28 20.46 10.19 10.27 50.20 

29 20.64 9.90 10.74 52.03 

30 20.91 10.68 10.23 48.92 

20.30 10.08 10.26 50.46 129.90 

31 

32 一
33 0.18 0.93 

スエヒロタケ 34 20.15 20.00 0.15 0.74 

35 20.89 20.70 0.19 0.91 

36 20.55 20.33 0.22 1.07 

‘砂

平 20.33 20.06 0.19 0.91 86.86 

37 18.17 

38 17.52 

39 18.67 12.19 6.48 34.71 

カノ、ラタケ 40 18.83 12.04 6.09 32.34 

41 16.41 11.69 4.72 28.76 

42 16.80 11.09 5.71 33.99 

平均 I17.73 I 11.93 I 5.75 I 32.45 135.44 
一一一一一 一一 一一一一一一一一一一一一一』

I 43 19.65 

ム ラ ザ キ ウ ロ コタケ
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21.58 

20.76 

20.16 

21.81 

::0.19 

13‘56 

13.99 

13.98 

13.25 

7.20 

6.17 

7.83 

6.94 

35.54 

30β1 

35.90 

34.37 

平均 20.69 1 17.30 I 7.04 I 34.11 140日

後表中ーを施したものは.各腐朽菌苦手に 2f][宛腐朽材の顕徴鎖的観察に使用せるもので，腐朽

材を紹艶乾燥に附すときは，菌総消滅して観察することが出来ない矯，重量減少率を測定し得

なかったものである.

第7表を通覧するに，腐朽菌 4種中，重量減少率の最大なるものはアラグカハラグケであ

って 2ヶ月腐朽では平均 20.57払 4ヶ月腐朽に於ては 50.46%に及んでゐる. 即ち本菌に

侵された場合，その環境保件が菌新生育に趨営危るときは， 菌が侵入してから後4ヶ月で木材

質質の宇ばが泊失するものであって，その侵害力は極めて大すある.向，との菌については逸

見・赤井及び大野10)氏等が同巳くプナ材につき寛験してゐるが， 320日閣の培養で減少率は平
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均 39.7%であり，筆者等の貫験結果よりも著しく小さい数値を示してゐる.之に号えいで腐朽度

の大きいものはムラサキウロコタケでるって， との菌の侵害力については未だ護表せられた文

献がたしその腐朽力は不明であったが， との寅験によってプナ材に劃ナる腐朽能力は相首に

強<.スエヒロタケ及びカハラグケよりも大きいととが知られた. カハラタケの重量減少率は

ムラサキウロコタケに比し精劣1)， 2ヶ月に於ては 9.98%， 4ヶ月に於ては 32.4o%である.

本菌については， 1933年 LINDGREN24)がカパ及びヤマナラシに封し 2ヶ月で夫々 6.70，5.50%

の腐朽度を示せるととを質験し， 又 1938 年 FINDJ~Ay6) は;:.レ (U加us ame1・icana)及び、カヘデ

(.dcer pseudoplatanω)の4ヶ月腐朽に於ては夫々 29.o，39.8%でるったと述べ， 更に同氏は 1940

年5)プナ材に封ずる接種試験に於ては，同期聞に封し最大 37.4，王子均 31.7μ の重量減少を示し

たととを報告してゐるが，何れも之等の結果は本質験結果に比し柏小なる戴値を示してゐる.

向，スヱヒログケは供試腐朽菌中最も侵害力弱し 4ヶ月の腐朽期聞に封しでもその重量

減少率は 1%I'C満た友い.本菌の材質腐朽能力に就いては，逸見12)氏の述べてゐるやうに従来

明らかな貫験成績がなく疑問とされてゐたが，と品質験結果の示す如く， その腐朽作用日:旺盛

た菌締護育にもかかはら歩，極占うて微々たるものである.

各供試材片の合水率と重量減少率との関係に就いては，アラグカハラタタ並び、にムラサキ

ウ戸コタケのやうに，腐朽度が大きいものは，合水寧も叉大きく夫々 140及び、 129%を示し，

腐朽度の小さいスヱヒロタケの合水率は僅かに 86%に過ぎない. 備，同一フラスコ内にある

供試片と鋸屑の合水率を比較するときは 4ヶ月腐朽に於ける鋸屑の平均含水率は 138%でb

f ワて材片のそれは， 123%でibt，前者が約 1o%大たるととが認められた.

VII. 摘要

1. プナ材腐朽菌としては， 約 50種のものが文献に認められるが， 本道産ブナ材ピつい

ては約 20種が観察され，調査の結果，その主要た腐朽菌としては，アラグカハラタケ，スヱヒ

ロタゲ，カハラタケ及び、ムラサキウロコタケの 4種であって，就中アラグカハラタケ並び、にス

ヱヒロタケの2菌が最も多数に護生する.

Z 之等4種の腐朽菌中ムラサキウロコタケI'C就いては，従来護表せられた報告が少く，

その生理的性質に新いては倫不明た賄が多いので，主として本菌にヲき 2，3の生理的費験を行

った.即ちその最適温度は 29
0

C，最高温度は 40
0

Cであって，本菌は Humphrey及び Si田町16)

による好中間程度群 (24-32"C)に麗し，又各種培養基に劃する生長試験に於ては人墓寒天・馬

鈴薯寒天等に於て生長速度最も良好でるるが，醤油並びに萎芽寒天培養基に於て， その特徴る
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前，高熱に劃する抵抗試験に劃しては， 55'・Cに於では 120分でも死渡し在いが， 75・'C~:於ては

5分で爾後の生育告と停止した. 又 BAVENDAMM反躍に望ましては，陽性を呈し明らかにリグ=

ン溶解菌なるととが知られた.

3. アラグカハラタケはスエヒロタヶに比べて水分要求度が強<， 80%以下では殆E本来

の腐朽力を護揮出来たいのに反し，スヱヒログケにありでは，、含7ki!:容が 40乃至 150μ の聞に

於ては，その腐朽力に大なる差なく，何れも 2ヶ月の期間で 2%内外D重量減少率を示ずに過

ぎ友かった.

4. プナ材に封ずる接種試験に於て，腐朽度の最も大きいのはアラグカハラタクであって，

2ヶ月腐朽にるりでは 20.54払 4ヶ月では 50.36%にしてムラサキウロヨグケ之に失ぎ，夫々

13.35払 34.11%でるり，更にカハラタケは之より精低く夫々 9.98払 32.45μ を示し，スエヒ

ロタケは腐朽能力最も弱く， 4ヶ月腐朽にありても 0.91%で，その絶封量はアラダカハラグケ

の 1/，聞に過ぎなかった. もとより之等の数値は，ブナ材の或る調節された扶態に於ける各腐朽

菌に封する比較援抗力を示すもので，自然欣態に於けるプナの腐朽が，之等腐朽菌の質験室内

に於ける童文値と必歩しも一致するものでないととは勿論である.
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Summary 

1. So far as the writers know， about 50 species have already been described as destroying-

fungi of beech-wood by previous investigators， and only 20 species were observed in Hokkaido 

among them. but the writers confirined the following wood-destroying fungi on beech-wood 

through their actual survey in southern parts in Hokkaido. 

1. Po!ystictus hirsutus (WULF.) FR. 

2. SchizoThyllum commune FR. 

3. Polystictus versicolor (L.) FR. 

4. Stereum turtreum PERS. 

2. While there are many results of examinaticn which give us .fair acknowlegements of 

thier physiological prop~rties on P. hirsutus， P. versicolor and S. commune， the experiments on 

is little imformed， therefor， the writer's investigation deals in a detailed way with the results 

of it's physiological properties. 

The results obtained are as following. 
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:t. The relation of temperature to the growth of the fungus was 5tudied by growing of 

the mycelium on poured plate of malt decoction agar at many different temperatures. 

On this agar media the most favorable growth was noticed at approximately 29
0

C.， 
and the highest limit of temperature for the mycelial growth of the fungus seems to 

lie at a little higher than 38
0

C. 

b. The growth habits of the mycelium on eight different media were compared. The 

J apanese 50y with onion decoction and the malt decoction agar among the culture 
media used in the experiment proved to be the best. 

c. 1n the resistance experiment for high temperature of the fungus， the mycelium grown 
on malt liquid medium seems to die， when kept in a water bath controlledat 75

0

C. 

for 5 minutes， although not still at 550
C. for 120 minutes. 

d. By the cultural experiment using Bavendamm's method， the writers added further 

evidence to the conclusion that the fungus are to be classified as belonging to the 

group of lignin disolving fungi. 

3. 1t seems truly that P. hirsutus needs greater water content in wood for the growth 

than that of 8. commwze， because， although the former grows scarcely at lower water content 

than at 80%， the later has not a great difference on decaying capability between the water 

contents from 40 to 150%. 

4. The culture experiments on the test-pieces of beech-wood were carried out with a 

view to obtain the decay resistance of wood by the four fungi. P. hirsu加 provedbiggest in 

the loss percentage of weight， namely it was 20% in the case of 2 month incubation and 

about 50% in 4 month， being followed by 8. purpreum (13.4% in 2 month 34.1% in 4 month)， 
P. versicolor (10% in 2 month， 32.5% in 4 month) and 8. c仰 mune(only 0.9% even in，4 month). 


